
 

 
 

資料５ 

令和 5 年度ぐんま緑の県民基金事業 

（市町村提案型事業）の追加採択について 

 

１．計画の提出状況 

 ７市町村  １０事業 

 

２．審査結果 

  採択整理案  ７市町村  １０事業 

  

 

 

区分 
市町 

村数 
事業数 

補助金額 

（千円） 
事業量 

荒廃した里山 

・平地林の整備 
6 7 11,107 

森林  12.04ha 

竹林  0..85ha 

貴重な自然環境 

の保護・保全 
- - -  

森林環境教育 

・普及啓発 
2 3 528  

森林の公有林化 - - -  

独自提案事業 - - -  

合計 7 10 11,635  
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別記様式５号（第３関係）

　 令和５年度 ぐんま緑の県民基金市町村提案型事業　　事業採択整理案（通常事業）

森林 竹林

1 藤-里-22 藤岡市 新規
荒廃した里山・
平地林の整備

困難地整備支
援

竹林全伐 譲原森林保全事業 藤岡市（森林課）
市道鬼石4219号線付近の竹林を整備し、雪害等による
道路の不通、停電の回避、景観の保全を行う。

0.37 3,729 2,823 採択 適当と認められる

2 神-里-12 神流町 新規
荒廃した里山・
平地林の整備

困難地整備支
援

森林全伐
麻生森下地区森林伐採
事業

神流町
町道隣接地のため、雪害、風害の未然防止及び冬季
凍結解消並びに景観整備のため、森林整備を行う。

0.17 285 284 採択 適当と認められる

3 中-里-15 中之条町 新規
荒廃した里山・
平地林の整備

困難地整備支
援

竹林全伐
四万殿界戸竹林整備事
業

中之条町
日照改善による隣接する道路凍結防止のための竹林
伐採

0.10 1,540 710 採択 適当と認められる

4 高-里-10 高山村 新規
荒廃した里山・
平地林の整備

困難地整備支
援

森林間伐
高山村中里地区里山・
平地林整備事業

高山村
高山村による野生鳥獣対策及び景観対策を目的とし
た、荒廃した里山平地林の整備。

2.22 1,040 1,040 採択 適当と認められる

5 高-里-11 高山村 新規
荒廃した里山・
平地林の整備

困難地整備支
援

森林全伐
高山村尻高ほか地区里
山・平地林整備事業

高山村
高山村による野生鳥獣対策及び景観対策を目的とし
た、荒廃した里山平地林の整備。

9.54 14,740 4,966 採択

適当と認められる
ただし、ぐんま緑の県民税
の趣旨に照らし合わせた上
で、優先順位の高い場所
から実施すること。

6 甘-里-10 甘楽町 新規
荒廃した里山・
平地林の整備

困難地整備支
援

竹林全伐
下引田住民センター北
竹林整備

甘楽町

事業実施所在地は現在、竹が覆い被さってきており、
通行や管理に支障が生じていることから、竹林を伐採し
て、地域住民のコミュニティ機能向上と歩行時の安全確
保、環境整備を図りたい。

0.15 1,024 1,024 採択 適当と認められる

7 東-里-30 東吾妻町 新規
荒廃した里山・
平地林の整備

整備
森林全伐
竹林全伐

広野地区森林整備事業 ひろの里山の会
野生鳥獣被害対策や景観保全を目的とした、荒廃した
森林の整備を行う。

0.11 0.23 260 260 採択 適当と認められる

8 藤-教-5 藤岡市 新規
森林環境教
育・普及啓発

森林環境教育 森のふれあい教室 クレッシェンド
障害児童及び保護者と対象とした森林観察学習等を行
い、参加者の森林に対する理解及び森を守り育てる意
識の向上に寄与する。

59 59 採択 適当と認められる

9 藤-教-6 藤岡市 新規
森林環境教
育・普及啓発

森林環境教育 間伐材活用教育事業
ふじおか森林利用推
進委員会

認知度が低い”林業”という職業について体験を通じて
伝える学習と、木材の流通について学び、森林に関心
をもってもらう。また、藤岡北高校の文化祭などどタイ
アップして、地域にも木材の地産地消の重要性をア
ピールする。

300 300 採択 適当と認められる

10 み－教－１ みなかみ町 新規 森林環境教育 森林環境教育
新治小学校森林環境教
育事業

新治小学校
アロマクラフトを通じで地域の豊かな森林環境を学習す
る。

169 169 採択 適当と認められる

事業数 合計 10 箇所 23,146 11,635

※事業区分、事業細区分については、別紙２によるものする。
※県補助金は千円止めとする。
※計画番号については、当初計画番号を記入する。（例：前橋市・里山平地林・優先順位1→前－里－１）

事業細々区分番号
計画
番号

市町村
新規
継続

事業区分 事業細区分 審査結果 審査意見事業名
事業実施者もしくは

活動団体の名称
事業概要

面積
事業費(千円） 県補助金(千円)
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令和５年度市町村提案型事業の追加採択説明資料 

 報告事項 

○荒廃した里山・平地林の整備 困難地整備支援 
 

計画番号：藤-里-22 (藤岡市) 

事業名：譲原森林保全事業 

事業目的：藤岡市により道路の不通、停電の回避、景観保全を目的と

した竹林整備。 

 
 
 
 

計画番号：神-里-12 (神流町) 

事業名：麻生森下地区森林伐採事業 

事業目的：神流町による冬季の道路凍結防止、景観整備を目的とし 

た森林整備。 

 
 
 
 

計画番号：中-里-15 (中之条町) 

事業名：四万殿界戸竹林整備事業 
事業目的：中之条町による冬季の道路凍結防止を目的とした竹林整

備。 

 
 
 
 
 

計画番号：高-里-10 (高山村) 

事業名：高山村中里地区里山・平地林整備事業 

事業目的：高山村による野生鳥獣対策及び景観対策を目的とした 

荒廃した里山平地林の整備。 
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計画番号：高-里-11 (高山村) 

事業名：高山村尻高ほか地区里山・平地林整備事業 

事業目的：高山村による野生鳥獣対策及び景観対策を目的とした 

荒廃した里山平地林の整備。 

 
 
 
 

計画番号：甘-里-10 (甘楽町) 

事業名：下引田住民センター北竹林整備 

事業目的：甘楽町による地域住民のコミュニティ機能向上と歩行時の

安全確保を目的とした、竹林整備。 

 
 
 
 

審査結果 採択 

 
市町村が景観保全、冬季の路面凍結防止等を目的に整備を実施し、次年度以降は地元自治会や地元団体

による継続的な管理が見込まれることから採択とした｡ 

 
 
 
○荒廃した里山・平地林の整備  整備 
 

計画番号：東-里-30 (東吾妻町) 

事業名：広野地区森林整備事業 

事業目的：地域住民による鳥獣被害対策や景観保全を目的とした、荒廃

した森林の整備。 

 
 

審査結果 採択 

 

地元団体が鳥獣害対策や景観保全を目的に整備を実施し、次年度以降も地元団体による継続的な管理が

見込まれることから採択とした｡ 
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○森林環境教育･普及啓発 森林環境教育事業 
 

 計画番号：藤-教-5 (藤岡市) 

事業名：森のふれあい教室 

事業目的：障害児童及び保護者と対象とした森林観察学習等を行い、参加者の森林に対する理解及

び森を守り育てる 

 
計画番号：藤-教-6 (藤岡市) 

事業名：間伐材活用教育事業 

事業目的：林業について体験を通じて伝える学習と、木材の流通について学び、森林に関心をもっ

てもらう。また、地域にも木材の地産地消の重要性をアピールする。 

 

計画番号：み-教-6 (みなかみ町) 

事業名：新治小学校森林環境教育事業 

事業目的：みなかみ町産の木々から生まれた自然の香り(精油)を使用したワークショップを通して

森林資源の活かし方を知り、活用法を学ぶことで地域の豊かな森林環境に対する学びを

深める。 

 

審査結果 採択 

 

森林環境教育は植樹や森林の整備体験、観察会等を通じて｢森林の持つ役割｣や｢森林の重要性｣を学

習してもらうことを事業の趣旨としている｡上記３件については、事業の趣旨と合致していること

から採択とした。 
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